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ぴっぴだより 2021/4/28 
お知らせ 
 
 今年度もおおくりさんの自然プログラム「ぼくの木 わたしの木」を行いました。「もう、ぼ
くの木 わたしの木を決めているんだあ！」と数人から言われ、子どもたちから「やりたい！」
の声が始まりでした。その日、「おしゃべりな森」という絵本を読み、みんなで森を見まわしな
がら対話しながら進めていきました。「もう、決めた！」が多いので、「木の気持ちも聞いてね。
木もいいよって言ってくれたら名前をつけてあげてね」それぞれに散らばって行き「お〜い、
友だちになってくれるかあ？」と叫んでいる人もいれば、木を抱きしめている人もいます。「木
の声が本当に聞こえてきた」と言いながら木の札を作っている人もいます。一年間、一本の木
が一人の傍らにいて、きっと育ちを応援してくれるでしょう。 
 このプログラムの子どもたちの姿から、ぴっぴ創立 10 周年記念にぴっぴの園歌「ぼくの木 
わたしの木」の言葉が生まれました。 
   ぼくの木よ きいてよ 言葉にならないこの気持ち  

どうしていいのかわからない 耳をあてたら聞こえたよ  
きみにながれる水の音 ありがとうありがとう いつもここにいてくれて 

  
   わたしの木よ きいてよ だれかに言いたいこの気持ち 

とってもいいこと あったんだ 見あげたこずえの葉っぱたち 
森のどこから風あつめたの ありがとうありがとう いつもここにいてくれて 

 
園歌「ピッポロピッピ ポロピッピ」も子どもたちのエピソードから言葉ができました。ぽ

ろぴっぴの子どもたちと言葉を創っていた時の情景や、オギタカさんが目の前で弾きながら歌
いながら曲作りした時のわくわくした気持ちが甦ってきました。今年度は、ぴっぴ創立 15 周
年、ぽろぴっぴ 10 周年の年です。みんなでどんなお祝いができるでしょう！ 

もう一つ、ご紹介したい歌があります。子どもたちと昨年度から歌い始めた歌「まえにすす
もう」です。 

  こまった時はまえにすすもう こたえられない時は まえにすすもう 
しゃべりたくない時も まえにすすもう みんなまえにすすんでる 
さあ きみもまえにすすもう すすもう すすもう すすもう 

 ぜんぶできるようになってみよう 
今年度、⾼校１年生になった英奈ちゃんの言葉と、お⺟さまのえみこさん作曲の歌で、英奈ち
ゃん卒園の時に生まれました。折に触れてみんなで歌っていきたい歌です。 
今年も子どもたちといっぱい歌を楽しむ一年にしたいなあ。       
                                    ：眞弓 
 
 

 


